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幼稚仔保育場適地調査（隠岐中村地区）

竹内四郎・森脇晋平・勢村均

天野義孝・生越勇・木村三好

アワビ幼稚仔の保護育成を行なうため，人工的に魚礁を設置して保育場を造成し，稚貝を放流し

て生産力を高めるため適地調査を行なったものである。

１）漁業概況

西郷町中付漁協は，隠岐島西郷町の北東に面した漁村で，正組合員１６７名，準組合員２３３名，

網漁業は中型旋網（巾着）１統，ブリ刺網，旋網，シイラ旋網，磯刺網等，その他一本釣，採貝藻

で５３年度の総水場７００トン，主な魚種は，イワシ，サバ類３００トン，シイラ６０トン，トビ

ウオ６０トン，プリ５０トン，イカ２３トン，サザエ４０トン，アワビ１０トン，漁藻類（ワカメ，

イワノリ，モズク）３０トンとなっている。

２）調査方法

調査は５４年９月に予備調査を１回行ない，次いで５４年１０月１７日から１９日まで本調査を

実施した。地元の伝馬船を使用し，予め準備してあった標識を海上に設置し，５０”メジャーを用

いて実測するとともに各定点につき，水深，底質，潮流を測定し，アクアラング潜水により着生生

物の坪刈りを行なう一方各地点の状況を水中カメラで撮影した。

５）調査結果

③グレ石

中村漁港から左側に面した場所で，岸寄りに浅瀬があり天然礁の多い地形で巾３０"，長さ約

２００池あり，水深が５～８加位が主体となっている｡モク類は３０～９０％の被度で着生し，所

々にアラメ群落もみられる。岸から５０沈位の地点では水深が９加位あり，岸寄りが３腕，中間で

５～６”でかなり急傾斜をもった地形である。叉距岸１０～２０腕には岸礁があり，水深も１～１５

”と浅くなっているが全般に変化が大きい。７沈線以浅は巾３ＭZ，長さ１７０加位でb約５０００

〆が幼稚仔保育場の候補地となる。

Ｓｔ①(距岸１０”)は水深が３５〃内外でごろ石となり,モク類が７０％の被度で着生，点々とア
ラメの群落がみられる。

Ｓｔ②はＳｔ①の沖合５０加の所で水深は９”内外あり，ごろ石でモク類が９０％の被度で着生して
いるo

St③はＳｔ①から梢々斜沖合～５０〃出た所で水深は６"内外あり，ごろ石と砂で，モク類が9０
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％，アラメ５％の被度で着生がみられる。

Ｓｔ④はＳｔ③の沖合３０”の所で水深は8.8"，ごろ石及び砂利でモク類の着生がみられる。

Ｓｔ⑤はＳｔ③から斜沖合へ５０”出た所で水深５〃内外あり，大きなごろ石でモク類の着生が多

く，貝類の着生もみられる。

Ｓｔ⑥はＳｔ③，Ｓｔ⑤の延長上から５０”出た所で，水深９腕内外と深く，砂底でモク類の着生

はみられない。

Ｓｔ⑦は⑥と⑧の中間で水深は５５”，７０“大の石及び砂礫底で附近に瀬があり，モク類の着生

がみられる。

Ｓｔ⑧はＳｔ⑥,⑦の延長上の岸寄りで，水深3”，ごろ石でモク類７０％，アラメ３０％の被度

で着生がみられ，無節サンゴモも着生している。

Ｓｔ⑨はＳｔ⑤と⑩の中間地点で，水深５腕，瀬の近くで７０％の被度でモク類の着生がみられる。

Ｓｔ⑩はＳｔ⑤,⑨の延長上の岸寄りの地点で．水深は3.2腕，岩盤とごろ石があり，９０％の被

度でモク類の着生がみられる。

Ｓｔ⑪はＳｔ④,③の延長上の岸寄りで，近くに瀬があり，水深は４漉，ごろ石で，モク類６０％

アラメ４０％の被度で着生がみられる。

Ｓｔ⑫はＳｔ①,②の中間で水深が７腕，ごろ石で，モク類が９０％の被度で着生している。

Ｓｔ③の沖２０腕は水深が１～1.5腕，中型のごろ石で，モク類６０％，アラメ２０％，サンゴモ

２０％の被度で着生し，他にミル，スガモ等もみられる。

Ｓｔ①の沖１０〃は水深が15-2.0”で，７０～１００”大の石があり，モク類５０％，ミル４０

％，サソゴモ１０％の被度で着生している。

全般に岸寄りは瀬になっており，Ｓｔ⑥,⑦,⑧の線は砂，ごろ石，岩盤となっている。

Ｓｔ⑤,⑨,⑩の線は砂，ごろ石，瀬の順に連なっている。

Ｓｔ④，③,⑪の線は岸寄りが瀬，沖側はごろ石となっている。

Ｓｔ②の附近は115加位あり，沖合３０〃も砂底で１２５腕,湾の中心部は水深が１２"内外とな

っている。

流向，流速については，Ｓｔ⑥,⑦,⑧,⑨と，①~⑫の中間点の５地点で測定したが，流向は岸

寄りの流れが主体であり，流速は表面では５．５～８．４醜／seｃ，下層では６．３～９．５CﾌﾞﾘZ/sｅｃと，上

下の差は少ないが，すべて下層の方が表層よりも梢々速い流れを示している。全般に流れはゆるや

かで，湾内に流れ込む潮の状況，風向，風速等により複雑な変化を起すことが考えられる。

粒度組成からみると，０２５噸から１噸のものが８０％以上を占めているが，Ｓｔ⑨だけは６５．６

％と低くなっている。これは大石まじり（砂礫質）のためこうした結果が出ているものと思われ何

れにしても固目の底質であることがうかがえる。

坪刈り調査の結果をみると，この附近はモク類が主体で，所台にアラメの群落があり，浅瀬には

スガモも若干みられるが，小型藻の着生は少ない。モク類ではヤツマタモク，ノコギリモク，が多
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<その他ヨレモク，オオベモク，イソモクが少し着生している。貝類はアワビ，サザエがみられる
他は少ない。

Ｂ）イモリ

中村漁港から右側に面した場所で，岸寄りは浅い岩礁地帯で水深１～１．５腕，距岸３０加位まで

は３腕以浅で，５０沈線でａ５～４．５"となっており，６腕以内の浅所は，巾８０腕，長さ１００

”にわたっているが，全般的に傾斜はゆるく，序々に深くなるといった地形で，幼稚仔保育場とし

て利用可能と思われる地域も８０×１００腕，約８０００ﾉﾘﾉ位はとれる。一般に岸寄りはごろ石で

点々と岩礁があり，砂礫底もみられるが固目の底質をなしている。距岸１００加線は水深も５．５～

７６２腕と梢々深くなっているが，海底はごろ石状で大体安定している。

Ｓｔ①の沖１０"は水深が1.5～２０"，大石（７０～１００c1iv）状で，ミル４０％，ヤツマタ
モク５０％，サンゴモ１０％の被度で着生している。

Ｓｔ②はＳｔ①の沖合５０”の地点で水深は４５腕，ごろ石でモク類６０％，アラメ４０％の被
度で着生がみられる。

Ｓｔ③はＳｔ②の沖合３０腕の地点で水深は６〃，２腕大の石の間にごろ石が混り，瀬状を呈し
ている。アラメ７０％，モク類３０％，スガモ若干着生がみられる。

Ｓｔ④はＳｔ①の西５０"の地点で，水深１～15腕，ごろ石及び砂利石となり，モク類５０％，
アラメ２０％，サンゴモ２０％の被度で着生がみられる。

Ｓｔ⑤はＳｔ④の沖合５０”の地点で，水深は３５～5.0”，大型のごろ石状で，２０％の被度
でモク類の着生がみられ，アワビの着生もみられた。

Ｓｔ⑥はＳｔ⑤の沖合３０腕の地点で，水深は５〃，モク類の着生がみられる。

Ｓｔ⑦はＳｔ④の西５０〃の地点で，３×７沈位の岩礁があり，モク類，アラメ，ソゾ，ミル，
スガモ等の着生がみられる。

Ｓｔ⑧はＳｔ⑦の沖合５０腕の地点で，水深は３５ｍ，ごろ石で，モク類６０％，スガモ１０％
位の被度で着生がみられる。

Ｓｔ⑨はＳｔ⑧の沖合３０”の地点で，水深は６〃，ごろ石でモク類２０％，アラメ３０％，ス
ガモ５％の被度で着生がみられる。

Ｓｔ⑩はＳｔ⑥の沖合２０〃の地点で，水深は5.5腕，ごろ石で，モク類３０％，アラメ６０％，
スガモ１０％の被度で着生がみられる。

Ｓｔ⑪はＳｔ⑨の沖合２０腕の地点で）水深は７〃，ごろ石で，モク類３０％，アラメ５０％，
スガモ１０％の被度で着生がみられる。

Ｓｔ⑫はＳｔ③の沖合２０”の地点で,水深は7Ｂ２〃，ごろ石と砂地となり，モク類，アラメの
着生がみられる。

Ｓｔ②~⑤の中間は水深4.5"のごろ石，Ｓｔ⑤~⑥の中間も水深４５腕のごろ石，Ｓｔ④～⑤
の間は水深２２"のごろ石で大石の集まった瀬がある。Ｓｔ⑦~⑧の間は水深が2.5”，岸寄り
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に瀬がある。Ｓｔ⑦の沖１０〃は水深5.5〃で瀬となっている｡Ｓt⑦の横１０"は水深51腕の

ごろ石，同じく３０腕は水深５腕のごろ石，同じく５０腕は水深５加でごろ石，同じく１００脚で

は水深４５〃のごろ石，距岸１３０～１７０〃から砂底となっている。Ｓｔ⑧の沖７０"は，水深

１４５〃から砂底，Ｓｔ⑥の沖７０腕は，水深１Ｌ３”でごろ石，Ｓｔ③～⑥の間は水深4.5腕で

ごろ石となっている。

潮流はＳｔ②,③,④,⑤,⑧の５地点で測定したが，全部同じ方向３３０pを示し,速度も５．７

～6.5L7m/Seｃ（表層），６．８～9.8｡､／sec（下層）と変化は少なく，全般的にゆるやかな流れを

示し表層に比べ下層の方が爾々速い流れとなっている。何れにしても大きな流れはなく，湾内への

潮の流れ又は風向，風速による流れ等に影響されることが大きい様に思われる。地形的にみて，イ

モリ地区はＮＥ方向に開いているため，Ｎ寄Ｏの季節風の影響はかなりうけ易いものと考えられる。

粒度組成については，砂地が少なく，採集はＳｔ⑧のみであったが０２５～1.00”のものが６６．７

％を占め，１～２，Fのものが２６％，計９２．７％でやはり固い底質であることがうかがえる。

坪刈り調査によると，イモリ地区はモク類と，アラメが主体で，小型藻は少なく，ミルとソゾが

若干採集された他は，所々にスガモの群落があり，モク類では，ヤツマタモク，アカモク，イソモ

クが主で，ノコギリモク，オオパモクは少ない。特にアラメは大きな群落をなし，岩礁上の１００

％を占めるところもみられる。貝類については，アワビ，サザエが若干みられる他は少ない。

以上の結果を総合してみると，隠岐中村地区の幼稚仔保育場候補地としてグレ石，イモリ両地区

ともに適地と思われるが，何れにも若干の欠点がみられる。水深，海底地形等からみると，グレ石

は鞘々深みが多いことと，傾斜が急となっているため，施設設置に難点があることと，面積が梢々

少ないという点が考えられる。波浪等に対してはグレ石は問題ないが，イモリはＮＥ方向に開いて

いるため冬季の季節風をうけ易く，魚礁の形態，沈設方法，等に考慮しなくてはならないと思われ

る。潮過し，海底々質，筆についてはどちらも良好である。餌料の確保については，季節的なこと

もあって断定しにくいが，やわらかいモク類（ヤツマタモク，アカモク），アラメ等の着生が多く

春先からはワカメ，アオサもかなり着生すると思われるので心配はないであろう。小型藻が少ない

のは季節的なもので春から夏にかけては，イギス類，テングサ類等もかなり着生するものと思われ

る。以上の様に両地区を比較すると面積的に充分の広さが確保し得るイモリ地区の方がより適地で

はなかろうかと推定される。
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粒度組成（グレ石）表３

ｅｓｈ４”２噸１”０５“０２５”０１２５”０１０５”００７４００７４
６０３７２１８４３７５２８３８８＋

７０８６３２６０３５８２１９９７＋

８３４３１１１３３８５３４４９８＋

９１７２１００１５８２９９１９９７２＋

１－の門１０６３１５０４５０２８０４７＋

０．０７４

表４粒度組成（イモリ）

⑧７．０２６．０４７．０１８０

表５坪刈り表（グレ石） 表６坪刈り表（イモリ）
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水深 流向 流速

Ｓｔ⑥
Ｏ〃

３〃

７０
０

〃

6.5CME/Seｃ

８．９〃

ｓｔ⑦
Ｏ〃

３〃

２７０汎′

〃

6.5〃

8.0〃

Ｓｔ⑧
Ｏ〃

２〃

３６０”

〃

5.5〃

６３〃

Ｓｔ⑨
'

Ｏ〃

３〃

３４０
"

８８０
〃

7.8〃

8.9〃

①～⑫の間
０〃

３〃

〃

〃

８．４〃

9.5〃

表１流向，流速表（グレ石）

水深 流向 流速

ｓｔ②
Ｏ腕

３〃

３３０。

〃

5.9CnF/§eｃ

8.2〃

ｓｔ③
Ｏ〃

３〃

〃

〃

6.5〃

6.8〃

Ｓｔ④
Ｏ〃

１〃

〃

〃

6.5〃

8.9〃

Ｓｔ⑤
Ｏ〃

２５〃

〃

〃

5.9〃

9.3〃

ｓｔ⑥
Ｏ〃

３〃

〃

〃

5.7〃

8.0〃

表２流向，流速（イモリ）

gEH75+4２２１ ４汎z『 ２況掘 １）nｍ 0.5zEZF ０．２５ｶｍ ０．１２５泥22 ０．１０５〃"Z
"以上
0．０７４

趣以下
0．０７４

⑥ 0.3 Ｚ２ 1８．４ 3785 ２８８ ８．８ ＋ ＋

⑦ 0.8 6.3 ２６．０ ３５８ ２１．９ 9.7 ＋ ＋

⑧ 3.4 3.1 １１．３ ３８．５ ８４．４ 9８ ＋ ＋

⑨ 1７．２ １０．０ １５．８ ２９．９ １９．９ 7.2 十 ＋ 大石まじり

①～⑫の間 1.0 6.3 １５．０ ４５．０ ２８．０ ４．７ 十 ＋

４ｍｍ ２zE〃 １DB卯 0.5加卯 ０．２５刀22F ０．１２５ｍUV ０．１０５月2ｍ
”以上

7４

⑧ 7.0 ２６．０ ４７， 1８．０ 1.7 0３ ＋ ＋

st⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ①~②筍

藻類
ヤツマタモリ

ノコギリモク

ヨレモク

オオパモク

アカモク

イソモク

ア フ 〆

1７０
９

1８０

56；

1３２

1００

８７５
,

５０

９

1１９０

1２０

９

１１６０

礫

子鰄
スガモ 3０

貝類
アワビ

サザェ 2N(,穏

1ケ(17豹

St② ③ ④ ⑤ ⑥

藻類
ヤソマタモク

アカモク

イソモク

ノコギリモク

オオパモク

ア フ 〆

ソゾ

ミル

1２０９

1５５

１００

３６０８

８５
９

3６８

９

5８０

1８０

２０

1８０

3461

1９８

２２
,

１０５２

礫

鑑
スガモ 5０ 1５５

貝類
アワビ

サザ＝

1ケ(116）

1ケ(90）

1ケ(90）

晄,88）
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図１調査地点附近要図
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図２等深線図（グレ石）
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図３海底図（グレ石）

-１２１－



１２●

○●

Ｉ6￣

４● ２●

図４潮流図（グレ石）
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図５等深線図（イモリ）
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図６海底図（イモリ）
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図７潮流図（イモリ）
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